
令和６年度

森林タイプの分布等調査、樹木の生育状況調査、下
層植生の生育状況調査、山火事等災害発生状況調査、
病虫獣害･気象害発生状況調査、利活用実態調査、
管理体制実態調査

森林タイプの変化や大規模な森林被害は確認され
ていないが、シカによる継続的な採食圧の影響でサ
サ層や下層植生が消失しつつあり、保護対象種の生
育環境に影響を及ぼしている。森林内は、高標高域
にはブナ、ウラジロモミが優占して生育し、低標高
域になるにつれてブナ林にツガが混じるように生育
していた。
調査では、全保護対象種の個体群について大径木

から稚幼樹まで生育していることが確認されたが、
個体群の維持や更新への影響が懸念されることから、
引き続き巡視等を通じて注視していく必要がある。

当該区域は奈良県吉野郡天川村の入谷国有林 標高
980～1,540mの範囲に位置し、ブナ、ツガ、ウラジロ
モミ及び当該対象と一体的な森林環境の構成種を保
護する目的で設定している。
保護林内の標高1,400ｍまでは、ブナ、ツガが多く、

標高1,400m以上では、ブナ、ウラジロモミが多く生
育する。ブナ、ツガ、ウラジロモミは高齢木から幼
齢木まで幅広く林分を構成している。

入谷ブナ・ツガ・ウラジロモミ希少個体群保護林

管轄森林管理局署等

モニタリング調査の概要

※モニタリング調査の詳細情報については、森林管理局にお問い合わせください。

平成28年４月１日

奈良県吉野郡天川村 入谷国有林 ・ 81.03ha

近畿中国森林管理局 奈良森林管理事務所

★貴重な植物群落の保護に御協力ください。
★植生の荒廃防止のため､歩道を外れて歩かないでください。
★許可なく動植物の捕獲及び採取をしないでください。

所在地・面積

設定年月日

保護林の概要

保護林内での
注意事項

実施年度

調査項目

結果概要

入谷ブナ・ツガ・ウラジロモミ希少個体群保護林 位置図

入谷ブナ・ツガ・ウラジロモミ
希少個体群保護林

隣接保護林
天川水生生物希少個体群保護林


